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㸯㸿㸮㸴�
自治体で実施される科学技術政策の現状�

-「第２期地域科学技術イノベーション政策基本調査」に基づく分析- 
�

○栗山�康孝� � 永田�晃也（九州大学）�
�

はじめに 
九州大学では、JST「科学技術イノベーション政策のための科学 研究開発プログラム」の支援を受け

て、地域科学技術イノベーション政策が直面する課題の効果的な解決に資することを目的に、「地域科

学技術イノベーション政策支援システム」（RESIDENS）を開発し、2015 年 10 月より全国の自治体、

公設試験研究機関等に対して公開ならびに、運用を行っている。 
この報告では、RESIDENS に掲載するため 2018 年 2 月から実施した「第２期地域科学技術イノベ

ーション政策基本調査」の実施内容と回答結果を中心に、2012 年度に行った調査結果との比較も含め、

自治体での科学技術イノベーション政策の実施状況について報告を行う。尚、本稿で使用したデータは

全て「第２期地域科学技術イノベーション政策基本調査」で収集したデータである。 
 

１� RESIDENS の概要 
RESIDENS とは、以下のような画面に示す科学イノベーション政策支援のメニューを持つ、各自治

体が政策立案を行う際の支援用 WEB ベースシステムであり、各自治体に対してそれぞれ個別の ID と

パスワードを発行することで、人口規模や行政区分が類似した他自治体の取り組み状況を以下の内容で

検索可能としたものである。 
 
目的別政策立案支援：政策目的別に、同じ人口規模の自治体から事例情報を検索する。�

課題別政策遂行支援：課題別に、同じ人口規模の自治体から事例情報を検索する。�

特定目的別政策立案支援�環境・エネルギー政策�：環境エネルギー政策に関する事例情報を検索する。�

特定目的別政策立案支援�デザイン政策�：デザイン政策に関する事例情報を検索する。�

政策事例キーワード検索：事前に抽出した「キーワード」で他自治体の科学技術政策を検索する。�

情報源参照ランキング：科学技術政策策定時の情報源の参照頻度ランキングを提示する。�

自治体連携先検索：政策立案時の自治体間の相互参照関係を検索する。�
�
図１RESIDENS トップ画面と科学技術イノベーション政策支援画面 

�  
 

２� RESIDENS 第 2 期科学技術イノベーション政策基本調査の概要 
� 第 1 期の調査から５年が経過したことを踏まえ、以下の要領で第２期「地域科学技術イノベーション

政策基本調査」を実施した。本調査では第 1 期調査後のアンケート結果等を踏まえ、次の 3 点を基本と

した。 
１）既に、RESIDENS の公開、運用を行っているため、WEB 上での回答を可能とする。 
２）アンケートの設問数を厳選することで、回答に係る現場の負担を軽減し、尚且つ第 1 期アンケ

ートとの整合性を維持するものとする。具体的には、自治体の基本情報（担当窓口部門や担当者

等の情報）ならびに科学技術政策の実施の有無を最初の設問とし、有の回答をした自治体だけ具

1A06.pdf



― 23―

体的な政策事例の回答に㐍ࡴようにする。 
㸱）政策の概要や関連するࣜンࢡ情報なを政策事例に掲載可能とし、検索の際に提示される情報㔞

をቑຍさࡏるものとする。 
実施に当たっての具体的な実施内容と実施時期は以下の㏻りである。 
１）ᖹᡂ 29 年 8 月㹼10 月� 第２期アンケート⚊の設ィ検ウ 
２）ᖹᡂ 29 年 11 月㹼12 月� アンケートを RESIDENS 上で実施するためのシステム検ウ 
㸱）ᖹᡂ 30 年 1 月㹼2 月� アンケート࣌ーࢪのసり㎸み 
㸲）ᖹᡂ 30 年 2 月㹼3 月� 全国 1,762 ௳の地᪉自治体にྥけてアンケートసᡂを౫㢗 
５）ᖹᡂ 30 年 3 月㹼現ᅾ� 回答࢛ࣇローと回答データのシステムのアップデートを実施 

 
㸱� アンケートの回答状況 

回は WEB によるアンケート回答᪉ᘧとしたが、自治体によってはࢭキュࣜテの関係からእ部の

WEB ップアップ⾲示がไ㝈される場合があり、アンケート用⣬や࣏スやࢭࢡのア FAX での回答等も

発⏕した。回答᪉ἲ別の回答数は以下の㏻りである。 
また、回のアンケートでは自治体の基本情報と科学技術政策の事例情報の大ࡁくつについて調査

を行ったが、それらの回答数は以下の㏻りである。 
 
⾲１� 自治体基本調査に対して回答があった自治体の規模別、回答᪉ἲ別自治体数୍ぴ 

都道府県 政令市 中核市 他自治体 合計
郵送・メール等 22 � 1� 21� 2�7
:(% 22 � 1� ��� ���
合計 �� 1� �� ��2 7��

 
基本調査の部分については回答も容᫆であるためか、⥲じて WEB による回答比⋡が㧗く、合ィ数で

ゝえࡤ、㒑㏦・メール等と WEB での回答比⋡は１：２ࡰとなった。尚、回は全国 1,762 の自治体

に対して回答౫㢗を行ったので、全体の回答⋡は 42.7%である。 
 
⾲２� 科学技術イノベーション政策事例のⓏ㘓に対する自治体の規模別、回答᪉ἲ別Ⓩ㘓数୍ぴ 
（ただし、１自治体が」数事例回答している場合があるので、回答自治体数ではないことにὀព） 

都道府県 政令市 中核市 他自治体 合計
郵送・メール等 �� � 1� �7 120
:(% 21 � � 20 ��
合計 �7 17 2� �7 17�  

科学技術イノベーション政策の具体的な事例のⓏ㘓になると、回答内容もቑえるためか WEB による

回答比⋡が下がり、上グの基本調査とは㏫に㒑㏦・メール等と WEB による回答比⋡が２：１ࡰとな

った。 
 
㸲㸬アンケートの分析結果 
回のアンケートでは 2012 年と 2017 年のアンケートに࠾いて同ᵝの設問内容に対してのように

回答比⋡がኚしたのかをぢることにする。ま2012、ࡎ 年と 2017 年での事例情報の回答数の比較は以

下の㏻りである。 
 

⾲㸱� 科学技術イノベーション政策事例のⓏ㘓に対する年度別自治体のⓏ㘓数୍ぴ 
（ただし、１自治体が」数事例回答している場合があるので、回答自治体数ではないことにὀព） 

都道府県 政令市 中核市 他自治体 合計
2017年度 �7 17 2� �7 17�
2012年度 71 21 11 12� 227  

回の᪉がⓏ㘓事例数がᑡない௳に関しては、ṇ☜な⌮⏤は分からないが、2012 年度に実施した際に

は、ⴥ᭩や度のアンケート用⣬の㒑㏦、㟁ヰによる☜ㄆなࡰ全自治体から回答がᚓられるまでࣇ
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 。れるࢃローを行った経⦋があるため、その㎶りのことがᙳ㡪しているものをᛮ࢛
次に 2012年と 2017年のアンケートに࠾いて全く同じ設問を行った内容とその回答数の୍ぴ結果は以

下の㏻りである。 
 

⾲㸲� 2012 年度実施アンケートに࠾ける科学技術イノベーション政策に対する実施目的の自治体規模別回答数୍ぴ 
2012年度

自治体
ྪ

Dڂݜેخ��
ਬ

Eخ��൭ٗढ़


Fخ��൭ٗढ़
ٶ

G��ٗढ़
ڂݜ

H��ஏۂࢊ
کԿ

Iۂة��༢
・ॄۂࢊ
ܙ

J��ࢩۂԋ K��ϋρφ
ϭーέܙ


L��ٗढ़
ݘཤฯޤ
ʤஎࡔԿ
等ʥ

M��ٗढ़等
ϔϧϱχԿ

N��Ռָٗढ़
ͶଲͤΖޮ
़ཀྵմଁ


O��ਕࡒ
ү

P��ஏҮ͜
Ζޑ༽ड़

Q��ͨ他

都道府県 � 12 � 1� 1� 11 � � 1 1 � � � 1
政令市 1 2 1 � � � � 2 0 1 1 1 2 0
中核市 0 2 0 � � 1 1 1 0 0 1 1 � 1
ͨ他 12 21 10 2� �� 1� � 1� � 7 1� 7 � �
૱਼ 1� �7 1� �� �� �0 17 2� 7 � 20 1� 1� �

̴ʥ度・ࡨࢬదΝԾ͖ىΔ̑ͯΉͲમΞͲ൬ߺͶʕΝ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ

 
 

⾲５� 2017 年度実施アンケートに࠾ける科学技術イノベーション政策に対する実施目的の自治体規模別回答数୍ぴ 
2017年度

自治体
ྪ

Dڂݜેخ��
ਬ

Eخ��൭ٗढ़


Fخ��൭ٗढ़
ٶ

G��ٗढ़
ڂݜ

H��ஏۂࢊ
کԿ

Iۂة��༢
・ॄۂࢊ
ܙ

J��ࢩۂԋ K��ϋρφ
ϭーέܙ


L��ٗढ़
ݘཤฯޤ
ʤஎࡔԿ
等ʥ

M��ٗढ़等
ϔϧϱχԿ

N��Ռָٗढ़
ͶଲͤΖޮ
़ཀྵմଁ


O��ਕࡒ
ү

P��ஏҮ͜
Ζޑ༽ड़

Q��ͨ他

都道府県 7 22 1� �1 �0 1� 0 1� � � 7 � 7 �
政令市 0 2 � � � � 2 � 0 0 1 � 2 2
中核市 2 � � � 1� � � � 0 2 2 � � 2
ͨ他 7 1� � 27 �0 � 2 � � � � 1� � 11
૱਼ 1� �� 2� �� �2 �2 7 �� � 1� 1� 2� 2� 20

̴ʥ度・ࡨࢬదΝԾ͖ىΔ̑ͯΉͲમΞͲ൬ߺͶʕΝ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ

 
この୍ぴ⾲でゝえることは、例えࡤ 2012 年度の調査で回答があった科学技術政策の実施例に࠾いて、

ไ度・施策の目的として、「a. 基♏研究の᥎㐍」を選ᢥした㒔㐨ᗓ┴が 6 自治体あることを示している。

同ᵝに、2017 年度では 7 㒔㐨ᗓ┴となっていることが分かる。 
しかしながら、回答自治体のẕ数、回答があった科学技術政策の事例⥲数が␗なりこのままでは比較

が出᮶ないため、全て全体に対する比⋡でᨵめて୍ぴ⾲とした。例えࡤ 2012 年度の調査で回答があっ

た㒔㐨ᗓ┴の全ての目的の⥲数は上グの୍ぴ⾲には⾲示していないが、88 となるため、「a. 基♏研究の

᥎㐍」を選ࢇだ㒔㐨ᗓ┴の合は 6/88 で 6.8㸣となり、2017 年度であれࡤ、⥲数が 179 となるため、

「a. 基♏研究の᥎㐍」を選ࢇだ㒔㐨ᗓ┴の合は 7/179 で 3.9㸣となる。 
以下、同ᵝのฎ⌮を行った結果の୍ぴ⾲である。 
 

⾲㸴� 2012 年度実施アンケートに࠾ける科学技術イノベーション政策に対する実施目的の自治体規模別回答比⋡୍ぴ 
2012年度

自治体
ྪ

Dڂݜેخ��
ਬ

Eخ��൭ٗढ़


Fخ��൭ٗढ़
ٶ

G��ٗढ़
ڂݜ

H��ஏۂࢊ
کԿ

Iۂة��༢
・ॄۂࢊ
ܙ

J��ࢩۂԋ K��ϋρφ
ϭーέܙ


L��ٗढ़
ݘཤฯޤ
ʤஎࡔԿ
等ʥ

M��ٗढ़等
ϔϧϱχԿ

N��Ռָٗढ़
ͶଲͤΖޮ
़ཀྵմଁ


O��ਕࡒ
ү

P��ஏҮ͜
Ζޑ༽ड़

Q��ͨ他

都道府県 ���� 1���� ���� 17�0� 17�0� 12��� ���� ��7� 1�1� 1�1� ���� ��7� ��7� 1�1�
政令市 ���� ��7� ���� 2��7� 1���� 1���� 10�0� ��7� 0�0� ���� ���� ���� ��7� 0�0�
中核市 0�0� 10�0� 0�0� 20�0� 2��0� ��0� ��0� ��0� 0�0� 0�0� ��0� ��0� 1��0� ��0�
ͨ他 ��2� 10��� ��2� 1���� 20�1� 7�2� ���� 7�7� ��1� ���� 7�7� ���� ��1� 1���

̴ʥ度・ࡨࢬదΝԾ͖ىΔ̑ͯΉͲમΞͲ൬ߺͶʕΝ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ

 
 

⾲㸵� 2017 年度実施アンケートに࠾ける科学技術イノベーション政策に対する実施目的の自治体規模別回答比⋡୍ぴ 
2017年度

自治体
ྪ

Dڂݜેخ��
ਬ

Eخ��൭ٗढ़


Fخ��൭ٗढ़
ٶ

G��ٗढ़
ڂݜ

H��ஏۂࢊ
کԿ

Iۂة��༢
・ॄۂࢊ
ܙ

J��ࢩۂԋ K��ϋρφ
ϭーέܙ


L��ٗढ़
ݘཤฯޤ
ʤஎࡔԿ
等ʥ

M��ٗढ़等
ϔϧϱχԿ

N��Ռָٗढ़
ͶଲͤΖޮ
़ཀྵմଁ


O��ਕࡒ
ү

P��ஏҮ͜
Ζޑ༽ड़

Q��ͨ他

都道府県 ���� 12��� 7��� 22��� 1���� 7��� 0�0� 10�1� 2�2� 2��� ���� ���� ���� 2���
政令市 0�0� ��7� 7�0� 20��� 1��0� 20��� ��7� 7�0� 0�0� 0�0� 2��� ���� ��7� ��7�
中核市 ��1� ���� ���� 12��� 2��0� ���� ��7� 7��� 0�0� ��1� ��1� ���� ���� ��1�
ͨ他 ���� ���� 1��� 1���� 2��0� ���� 1��� ��0� 2��� ���� ��0� ���� ���� ����

̴ʥ度・ࡨࢬదΝԾ͖ىΔ̑ͯΉͲમΞͲ൬ߺͶʕΝ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ

 
このつの୍ぴ⾲からでも、それぞれの比⋡のኚはㄞみ取れるが、2012 年から 2017 年のኚを

より⡆༢にみるために、2017 年度の比⋡から 2012 年度の比⋡をᘬいた୍ぴ⾲を以下の㏻りసᡂした。

㉥い数Ꮠは減ᑡしたことを⾲している。 
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⾲㸶� 2012 年度と 2017 年度での科学技術イノベーション政策に対する実施目的の自治体規模別回答比⋡୍ぴ（㉥Ꮠは減ᑡを示す） 

自治体
ྪ

Dڂݜેخ��
ਬ

Eخ��൭ٗढ़


Fخ��൭ٗढ़
ٶ

G��ٗढ़
ڂݜ

H��ஏۂࢊ
کԿ

Iۂة��༢
・ॄۂࢊ
ܙ

J��ࢩۂԋ K��ϋρφ
ϭーέܙ


L��ٗढ़
ݘཤฯޤ
ʤஎࡔԿ
等ʥ

M��ٗढ़等
ϔϧϱχԿ

N��Ռָٗढ़
ͶଲͤΖޮ
़ཀྵմଁ


O��ਕࡒ
ү

P��ஏҮ͜
Ζޑ༽ड़

Q��ͨ他

都道府県 �2��� �1��� ���� ���� �0��� ���2� ����� ���� 1�1� 1�7� 0��� �2��� �1��� 1�7�
政令市 ����� �2�0� ���� ���7� 0��� 7��� ����� 0��� 0�0� ����� �1�0� ��0� �2�0� ��7�
中核市 ��1� �0��� ���� �7��� 0�0� 1��� �0��� 2��� 0�0� ��1� �1��� 1��� ����� �1���
ͨ他 �1��� �1��� ����� 2��� ���� ����� ����� �2�7� �0��� 0�1� �2�7� ��1� 1��� ����

 
ẕ数が␗なるために、比⋡による比較としたため、この୍ぴ⾲から定㔞的なኚはㄞみ取れないとは

ᛮࢃれるが、以下のような特ᚩ的なഴྥについてはㄞみ取れるのではないかとᛮࢃれる。 
１）b. 基┙技術の開発については、全自治体で減ᑡഴྥにある。 
２）g. ᴗ支援についても、全自治体で減ᑡഴྥにある。 
㸱）m. 地域に࠾ける㞠用出については、㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷ・中᰾ᕷで減ᑡഴྥにある。 
㸲）a. 基♏研究の᥎㐍については、㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷでは減ᑡഴྥにあるも中᰾ᕷでቑຍしている。 
５）d. 先➃技術の研究開発では、政௧ᕷ・中᰾ᕷで減ᑡഴྥにあるも㒔㐨ᗓ┴で大ࡁくቑຍしている。 
㸴）c. 基┙技術のᬑཬでは、㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷ・中᰾ᕷでቑຍഴྥにある。 
㸵）e. 地場⏘ᴗのᙉは、㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷ・中᰾ᕷがࡰᶓࡤいの中、その他の㒔ᕷで大ࡁくቑຍ

している。 
㸶）l. ᑓ門人ᮦの⫱ᡂでは㒔㐨ᗓ┴を㝖く自治体でቑຍഴྥにある。 
㸷）h. ネットワーࢡのᙧᡂが㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷ・中᰾ᕷでቑຍഴྥにある。 
 
これらのことから、以下のような௬ㄝが定されるが、ヲ⣽な分析はよりከくのデータの収集やࣄア

ࣜングがᚲ要とᛮࢃれ、後の研究課題である。 
１）この 5 年の間で、基┙技術の開発࢙ࣇーࢬから基┙技術のᬑཬの࢙ࣇーࢬと⛣行した。 
２）地場⏘ᴗのᙉや地域に࠾ける㞠用出が㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷ・中᰾ᕷ以እの自治体でఙびて࠾り、

これらはゝࢃれて᮶た地᪉⏕による地᪉のά性の結果とᛮࢃれる。 
㸱）ᴗ支援が全自治体で減ᑡしているのは、なかなか立ࡕ上がらない᪂規事ᴗよりは既Ꮡ⏘ᴗの

支援をᙉしているのか▱れない。 
 
また、回、ไ度・施策の、最も当てはまるとᛮࢃれる分㔝を୍つ選ࢇでくださいとの設問に対して

以下のような回答結果となった。㯤Ⰽに╔Ⰽした部分は 10%以上の回答があった内容である。 
 
⾲㸷� 科学技術イノベーション政策に対する最も当てはまる分㔝の自治体規模別回答比⋡୍ぴ（㯤Ⰽは 10%以上を示す） 
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U��ͨ他ʁ

都道府県 0�0� 0�0� 1���� 0�0� 0�0� 0�0� ��0� 0�0� ����� 1���� 0�0� 1��� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� ��0� 11���
政令市 0�0� 0�0� 2���� 0�0� 0�0� 0�0� 11��� 0�0� �1�2� 17��� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� ���� 0�0� 0�0�
中核市 ��7� 1��0� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� ��7� 0�0� �0��� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� 0�0� ���� 0�0� ����
ͨ他 1�2� ��7� ���� 1�2� ���� 0�0� 7��� 0�0� ����� 1��0� 2��� 0�0� ��7� 0�0� 2��� ��2� 7��� 0�0�

I�Dʥ度・ࡨࢬɼ࠹ͱͺΉΖͳࢧΚΗΖΝ࣏મ͖ࢸΔҲͯમΞͲ˕Ν͜ͱԾ͠͏ɽ

 
この結果から定される内容は以下の㏻りである。 
１）i. ものづくり分㔝に対して、全自治体で取り組ࢇでいる。 
２）c. ಖ・་⒪分㔝に対しては、㒔㐨ᗓ┴・政௧ᕷで特に取り組ࢇでいる。 
㸱）j. 中ᑠᴗ⯆分㔝に関しては、中᰾ᕷを㝖いてከくの自治体が取り組ࢇでいる。 

 
５� ⥲ᣓ 
以上、回のアンケートの結果ならびに 2012 年度に実施したアンケートとの比較を࠾こなったが、

ኚの⫼ᬒとなる♫情ໃ、政㈈⏺のືࡁなを踏まえての分析までは行えなかったが、⥲ㄽ的なኚ

については提示出᮶たのではないかと⪃えている。後は、ከ面的に自治体が実施している科学技術イ

ノベーション政策についてのኚを分析したい。 
 

以上 




